














あとがき 

 

 平成２５年度，奄美市教育委員会では，文部科学省「幼児期の運動促進に関する普及啓

発事業」の委託を受け，２つの研究目標のもとに実践研究に取り組んでまいりました。 
１つ目は，現在の奄美市における幼児の実態を把握することであり，もう１つは幼児期

における運動遊びについて効果的な指導の在り方について研究することでした。 
実態把握については，万歩計を使った運動量調査と６種目から成る幼児運動能力調査を

行いました。１回目の運動量調査では，全国平均よりも低い値でした。また運動能力調査

では，女児において低値を示すことが分かりました。モータリゼーションに代表される便

利な社会においては，子どもたちの運動量の減少が指摘されていますが，そのことが本市

の子どもたちにも垣間見える結果となりました。 
この実態を受け，ＮＰＯ法人ＡＳＡ奄美スポーツアカデミーの協力をいただき，公立幼

稚園４園に運動指導員を定期的に派遣しました。幼児期に体験することが適切であるとさ

れる巧緻性やコーディネーション能力の向上を意図した運動遊びを各園において実施して

いただきました。 
その成果があり，「よく体を動かすようになった。」「体を動かす遊びのことなどを家庭で

話すようになった。」「楽しそうに体を動かすようになった。」といった声を保護者の方々か

ら多くいただくことができました。また，保護者の多くが「体力や運動遊びに関心が向く

ようになった。」との回答をいただきました。 
利便性が高い現代社会においては，体を動かす場や機会を意図的につくらなければ，子

どもたちの運動量が減少する危険性をはらんでいます。このような視点からも，本事業に

係る取組は非常に有意義でした。成果と課題を分析して，来年度以降，さらに効果的な取

組に高めていきたいと思います。 
本研究の推進において御尽力いただいた，鹿児島大学教育学部・武隈 晃教授をはじめ

とする実践調査研究委員会委員の方々，ＮＰＯ法人ＡＳＡ奄美スポーツアカデミーの園田 

明理事長及び職員の方々，そして奄美市公立幼稚園の先生方，保護者の皆様に厚く御礼申

し上げます。 
この『奄美の子どものための「運動遊び」カタログ』の活用により，奄美の子どもたち

がますます健康に成長していくよう祈念しています。 
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